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「
王
弼
の
因
循
」

王
弼
は
『
老
子
』
の
無
為
を
「
自
然
に
因
る
」
と
い
う
こ
と
ば
で
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
王
弼
は
「
因
」
と
い
う
文
字
以
外
、
「
順
」
「
任
」

「
随
」
と
い
う
文
字
も
使
っ
て
い
る
が
、
以
下
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
因
循

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
ば
は
、
現
在
の
因
循
姑
息
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。

さ
て
、
因
循
は
王
弼
の
思
想
の
基
本
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
理
由
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
自
然
（
の
性
）
に
因
る
と
い
う
こ
と
ば
が

彼
の
『
老
子
注
』
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ

は
、
因
循
と
い
う
考
え
方
が
『
老
子
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
王
弼
が
ど
の
よ
う
な
思
想
か
ら
因
循
を
持
ち
出
し
て
き
て
『
老
子
』

解
釈
に
利
用
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

王
弼
の
因
循
が
ど
の
よ
う
な
来
源
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
を
持

つ
思
想
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
王
弼
の
思

想
を
把
え
る
有
力
な
方
法
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
王
弼
の
因
循
思
想
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
れ

傍
注

は
板
野
長
八
氏
が
「
何
晏
王
弼
の
思
想
」
（
『
東
方
学
報
・
東
京
』
第
十

四
冊
之
一
・
一
九
四
三
年
）
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
説
で
、
以
後
、
定
論

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
板
野
氏
は
次
の
よ
う
に
言

ぅ゚
か
か
る
（
無
為
を
以
て
因
、
循
と
す
る
）
見
解
は
荘
子
に
特
徴
的
で
あ

る
こ
と
を
思
ふ
な
ら
ば
、
王
弼
の
老
子
註
は
荘
子
的
な
見
解
に
よ
る
老

子
の
解
釈
な
り
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。

板
野
氏
は
、
王
弼
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
の
は
『
荘
子
』
の
斉
物
観
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
板
野
氏
の
よ
う
に
、
魏
晋
の
老
荘
思
想
流
行
の
先
駆

と
目
さ
れ
る
王
弼
に
『
老
子
』
と
『
荘
子
』
と
の
結
合
が
見
ら
れ
る
と
考

え
る
こ
と
は
思
想
史
の
流
れ
と
し
て
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
沢
田
多
喜
男
氏
は
、
王
弼
の
因
循
は
『
韓

非
子
』
主
道
篇
に
見
え
る
政
治
的
な
因
循
を
普
遍
化
さ
せ
た
も
の
と
い
う

新
説
を
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
以
上
の
新
旧
二
論
を
中
心
に
、
王
弼
の
因
循
の
由
来
、

内
容
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

湯

城

吉

信

(15) 
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是
に
因
る
の
み
に
し
て
其
の
然
る
を
知
ら
ず
、
之
を
道
と
謂
う
。

是
已
已
而
不
知
其
然
謂
之
道
。
）

①
下
の
「
已
」
字
の
上
に
「
因
是
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
る
説
が

一
般
的
だ
が
、
こ
こ
で
は
下
の
「
已
」
字
を
術
字
と
し
て
解
釈
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
意
に
違
い
は
な
い
と
考
え
る
。

②
「
是
」
を
、
金
谷
治
、
赤
塚
忠
両
氏
は
、
「
こ
れ
」
と
訓
む
の
に
対 （因

一
、
『
老
子
』
の
無
為
と
『
荘
子
』
の
因
循
と

因
循
は
道
家
の
根
本
的
な
考
え
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
史
記
』

太
史
公
自
序
に
、
「
其
（
道
家
）
の
術
は
、
虚
無
を
以
て
体
と
為
し
、
因

循
を
以
て
用
と
為
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
老
子
』
本
文
に
は
、
「
因
」

「
循
」
共
に
見
え
ず
、
王
弼
の
用
い
て
い
る
「
任
」
「
順
」
「
随
」
に
つ

い
て
も
、
順
の
字
が
一
例
、
随
の
字
が
三
例
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
金
谷
治
氏
に
「
無
為
と
因
循
」
（
『
東
方
宗
教
』
二
三
・

一
九
六
四
年
）
と
い
う
論
文
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
無
為
は
本

来
的
に
は
『
老
子
』
の
思
想
で
あ
り
、
現
実
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
し
わ
ざ

的
な
も
の
で
あ
る
（
無
為
而
無
不
為
）
の
に
対
し
て
、
因
循
は
『
荘
子
』

に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
世
俗
的
立
場
を
完
全
に
越
え
て
、
ひ
た
す
ら

に
絶
対
的
世
界
に
冥
合
し
よ
う
と
す
る
無
私
忘
我
の
思
想
で
あ
る
、
と
。

『
老
子
』
に
因
循
と
い
う
考
え
が
見
え
ず
、
『
荘
子
』
に
見
え
る
こ
と

か
ら
、
一
般
的
に
は
、
因
循
は
『
荘
子
』
に
特
徴
的
な
思
想
で
あ
る
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
『
荘
子
』
に
見
え
る
因
循
を
調
べ
て
み
る
と
、

例
え
ば
、
斉
物
論
篇
に
、
「
因
是
」
と
い
う
こ
と
ば
が
見
え
る
。

し
、
森
三
樹
三
郎
、
福
永
光
司
両
氏
は
「
ぜ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
だ

が
、
共
に
是
非
の
対
立
を
越
え
た
窮
極
の
道
（
あ
る
い
は
自
然
）
と

解
す
る
点
で
は
一
致
す
る
。

ま
た
、
斉
物
論
「
元
適
焉
、
因
是
已
」
の
成
玄
英
疏
に
は
「
故
に
意
を

往
来
に
措
く
所
な
し
。
物
の
性
に
因
循
す
る
の
み
」
と
あ
る
。
こ
の
解
釈

は
、
『
荘
子
』
に
お
け
る
因
循
が
、
万
物
斉
同
の
立
場
か
ら
、
絶
対
的
な

境
地
に
身
を
ま
か
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
意
志
や
感
情
を
減
し
た
と

こ
ろ
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
方
向
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

現
実
的
効
果
を
ね
ら
う
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
『
荘
子
』
の
因
循
は
世
俗

を
超
越
し
た
高
踏
的
な
も
の
と
い
う
意
味
で
、
上
述
の
金
谷
氏
の
論
は
首

肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
、
王
弼
の
因
循

そ
れ
で
は
果
た
し
て
王
弼
の
い
う
因
循
は
、
上
述
し
た

循
の
よ
う
に
作
為
性
の
な
い
消
極
的
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

王
弼
は
因
循
を
聖
人
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
。

『
老
子
』
に
見
え
る
聖
人
が
無
為
な
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
、
王
弼
は
そ
の

無
為
を
因
循
と
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
王
弼
の
聖
人
は
当
然
、
因

循
す
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
因
循
は
聖
人
の
一
連
の

行
動
の
中
心
に
位
置
す
る
。
そ
の
聖
人
の
一
連
の
行
動
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

そ
の
一
連
の
行
動
の
第

歩
は
、
因
循
す
る
対
象
で
あ
る
自
然
な
る
物

の
因

(16) 
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の
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
十
九
章
注
に
、

＊
 

聖
人
は
自
然
の
性
に
達
し
、
万
物
の
情
を
暢
ぶ
。
故
に
因
り
て
為
さ
ず
、

順
い
て
施
さ
ず
。

＊
「
至
」
字
を
楼
宇
烈
『
王
弼
集
校
釈
』
（
中
華
書
局
・
一
九
八

0
年）

に
よ
り
、
「
性
」
字
に
改
め
る
。

と
言
い
、
四
十
七
章
の
「
是
を
以
て
聖
人
は
為
さ
ず
し
て
成
る
」
に
注
し

て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

物
の
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
之
に
因
る
の
み
°
故
に
為
さ
ず
と
雖
も
、

之
を
成
さ
使
む
。

こ
こ
に
「
物
の
性
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
物
」
は
、
物
全
体
と
い
う
抽

象
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
各
個
々
の
個
物
と
い
う
具
体
的
な
も
の
を
指

す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
王
弼
は
因
る
対
象
と
な
る
性

を
万
物
の
個
別
的
な
性
（
分
）
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
荘
子
』
の
絶
対
的
な
道
（
自
然
）
に
因
循
し

よ
う
と
す
る
立
場
と
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
一
連
の
行
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
物
の
性
を
明
ら
か
に
し
た
聖

人
は
、
次
に
そ
の
把
握
し
た
物
の
性
に
因
っ
て
適
切
な
行
動
を
と
る
。
例

え
ば
、
二
十
八
章
の
「
楔
散
ず
れ
ば
則
ち
器
と
為
り
、
聖
人
は
之
を
用
い

て
則
ち
官
長
を
為
す
」
に
注
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

楔
は
真
な
り
。
真
散
ず
れ
ば
則
ち
百
行
出
で
、
殊
類
生
ず
る
こ
と
、
器

の
若
し
。
聖
人
は
其
の
分
散
に
因
り
て
、
故
に
之
が
為
に
官
長
を
立
て
、

善
を
以
て
師
と
為
し
、
不
善
も
て
資
と
為
し
（
『
老
子
』
二
十
七
章

「
故
善
人
者
不
普
人
之
師
、
不
普
人
者
善
人
之
資
。
」
）
、
風
を
移
し

俗
を
易
え
、
復
た
一
に
帰
さ
使
む
。

聖
人
は
、
分
散
し
た
殊
類
の
実
情
に
因
り
、
官
長
を
立
て
、
民
心
を
再

び
一
に
帰
滸
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
十
五
章
で
は
、
「
大
巧
は
拙

な
る
が
若
し
」
に
「
大
巧
は
自
然
に
因
り
て
以
て
器
を
成
す
」
と
注
し
、

「
大
維
は
訥
な
る
が
若
し
」
に
「
大
維
は
物
に
因
り
て
言
い
、
己
は
造
す

所
な
し
」
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
九
章
注
に
「
動
く
に
常
に
因
る

な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
因
循
は
適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
前
提
条
件

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
王
弼
の
言
う
因
循
と
は
、
何
も
し
な
い
消
極
的
な
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
物
の
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
に
正
し
い
行

動
を
と
る
と
い
う
一
連
の
行
動
の
中
問
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
積
極

性
、
作
為
性
を
帯
び
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
『
荘
子
』

の
唱
え
る
因
循
と
王
弼
の
唱
え
る
因
循
と
に
は
、
内
容
的
に
明
ら
か
に
違

い
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
板
野
説
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
沢
田
多
喜
男
氏
の
所
論
に
注
目
し
た
い
。

三
、
『
韓
非
子
』
の
因
循

沢
田
氏
は
、
古
く
か
ら
『
老
子
』
と
因
循
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
る

『
老
子
』
解
釈
が
あ
っ
た
と
い
う
。
氏
は
前
引
の
六
家
要
旨
の
「
其
術
以

虚
無
為
本
、
以
因
循
為
用
」
は
、
道
家
思
想
の
中
心
で
あ
る
『
老
子
』
の

思
想
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の

因
循
は
同
じ
六
家
要
旨
に
「
因
者
君
之
網
也
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
君
子

の
政
治
的
手
段
で
あ
る
。
沢
田
氏
は
こ
の
よ
う
な
因
循
が
『
荘
子
』
的
因

(17) 
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循
で
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
因
循

が
顕
著
に
見
ら
れ
る
例
と
し
て
『
韓
非
子
』
主
道
篇
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

れ
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

明
君
は
上
に
無
為
に
し
て
、
群
臣
は
下
に
練
憚
す
。
明
君
の
道
は
、
智

者
を
し
て
其
の
慮
を
尽
く
さ
使
め
、
君
は
因
り
て
以
て
事
を
断
ず
。
故

い
た

に
君
は
智
に
窮
せ
ず
。
賢
者
は
其
の
材
を
放
（
『
校
釈
』
の
解
釈
の

「
奴
」
に
従
う
）
し
て
、
君
は
因
り
て
之
に
任
ず
°
故
に
君
は
能

（
「
智
者
」
の
「
智
」
の
対
と
し
て
、
「
賢
者
」
の
「
能
（
賢
）
」
）

に
窮
せ
ず
。

こ
こ
に
言
う
因
循
と
は
、
君
子
が
臣
下
を
利
用
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

君
子
は
臣
下
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
そ
れ
に
因
循
し
て
世
の
中
を

治
め
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
し
か
た
が
『
韓
非
子
』
の
い
う
無
為
な
の

で
あ
る
。

沢
田
氏
は
、
王
弼
の
因
循
は
、
主
道
篇
に
見
え
る
政
治
的
策
謀
的
な
因

循
だ
け
で
な
く
、
よ
り
普
遍
的
な
因
循
を
説
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
思
想
と
し
て
の
進
展
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
氏
は
そ
の
例
と
し

て
、
二
十
七
章
注
の
「
順
自
然
而
行
、
不
造
不
施
、
故
物
得
至
、
而
無
轍

迩
也
o

」
や
四
十
一
章
注
、
四
十
五
章
注
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
沢
田
氏
の
説
に
従
え
ば
、
王
弼
の
因
循
の
積
極
性
を
説
明
で
き
る

と
共
に
、
無
為
と
因
循
と
の
結
び
つ
き
も
理
解
し
や
す
く
な
る
。
『
韓
非

子
』
に
お
い
て
は
、
君
子
の
術
と
し
て
無
為
と
因
循
と
が
等
置
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
韓
非
子
』
と
言
え
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
』

の
解

説
で
あ
る
解
老
篇
と
、
寓
話
に
よ
っ
て
『
老
子
』
の
こ
と
ば
を
説
明
し
た

喩
老
篇
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
沢
田
氏
は
こ
の
二
篇
と
王
弼
の
因
循
と
の

比
較
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
私
は
沢
田
説
に
依
り
、
そ
の
発
展
と

し
て
こ
の
点
を
次
章
で
考
え
て
み
た
い
。

四
、
『
韓
非
子
』
解
老
篇
、
喩
老
篇
と
王
弼
と

解
老
篇
で
は
、
現
実
的
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
物
の
道
理
に
随
う
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。

夫
れ
道
理
に
縁
り
て
以
て
従
事
す
る
者
は
成
す
能
わ
ざ
る
こ
と
な
し
。

そ
の
随
う
べ
き
道
理
に
つ
い
て
解
老
篇
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

万
物
各
々
理
を
異
に
し
て
道
は
尽
く
万
物
の
理
を
稽
（
合
）
わ
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

凡
そ
理
と
は
、
方
円
短
長
品
靡
堅
脆
の
分
な
り
。
故
に
理
定
ま
り
て
後

に
道
を
得
べ
き
な
り
。

す
な
わ
ち
、
理
は
個
物
が
生
ま
れ
つ
き
備
え
て
い
る
個
性
（
特
殊
）
で
あ

り
、
道
は
万
物
の
理
を
統
べ
る
原
理
（
普
遍
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

だ
が
、
道
を
把
握
す
る
た
め
に
は
ま
ず
万
物
の
理
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
理
は
君
子
が
ま
ず
明
ら
か
に
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
解
老
篇
で
は
例
え
ば
、

物
に
先
だ
ち
て
行
い
、
理
に
先
だ
ち
て
動
く
、
之
を
前
識
と
謂
う
。
前

識
と
は
縁
る
な
く
し
て
妄
り
に
意
度
す
る
な
り
。

と
か
、動
く
に
理
を
棄
つ
れ
ば
、
則
ち
功
を
成
す
な
し
。

(18) 
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と
い
う
よ
う
に
、
理
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
に
随
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
万
物
の
個
別
的
な
理
を
把
握
し
て
そ
れ
か
ら
行
動

す
る
と
い
う
考
え
は
、
王
弼
の
物
の
性
（
分
）
を
明
ら
か
に
し
て
そ
れ
に

随
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
考
え
と
似
て
い
る
。

ま
た
、
解
老
篇
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

聖
人
は
尽
く
万
物
の
規
矩
（
理
）
に
随
う
。
故
に
曰
く
、
「
敢
え
て
天

下
の
先
と
為
ら
ず
。
（
六
十
七
章
）
」
と
。

『
老
子
』
の
否
定
表
現
を
物
の
個
性
に
因
循
す
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
す

る
点
で
、
解
老
篇
と
王
弼
と
は
一
致
す
る
。

ま
た
喩
老
篇
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

物
の
容
に
因
随
す
る
が
故
に
、
静
か
な
れ
ば
則
ち
徳
を
建
て
、
動
け
ば

則
ち
道
に
順
う
。
…
…
道
理
の
数
に
随
わ
ず
し
て
、
一
人
の
智
に
学
ぶ

は
、
此
皆
一
薬
の
行
い
（
人
工
的
に
葉
を
作
り
上
げ
る
よ
う
な
愚
行
）

な
り
。
…
…
一
人
の
力
を
以
て
せ
ば
、
則
ち
后
稜
も
足
ら
ず
、
自
然
に

随
え
ば
、
則
ち
威
獲
（
奴
婢
）
も
餘
り
有
り
°
故
に
日
く
、
「
万
物
の

自
然
を
侍
み
て
、
敢
え
て
為
さ
ざ
る
な
り
。
（
六
十
四
章
）
」
と
。

こ
こ
で
も
行
動
を
と
る
場
合
に
物
の
容
（
道
理
ま
た
は
王
弼
の
よ
く
使
う

自
然
と
い
う
語
も
使
わ
れ
て
い
る
）
に
因
り
随
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
王
弼
の
言
う
因
循
は
『
韓
非
子
』
解
老
篇
、
喩
老
篇

に
見
ら
れ
る
因
循
に
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王
弼
と
『
老
子
』
解
釈
で

あ
る
『
韓
非
子
』
解
老
篇
、
喩
老
篇
の
因
循
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
継
承

の
可
能
性
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
王
弼
の
因
循
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』
に
由
来
す
る
と
い
う
板
野

説
と
、
『
韓
非
子
』
の
政
治
的
因
循
の
普
遍
化
と
と
ら
え
る
沢
田
説
と
を

検
討
し
、
後
者
の
説
に
立
っ
た
上
で
、
さ
ら
に
解
老
篇
、
喩
老
篇
と
の
類

似
を
指
摘
し
た
。

な
お
、
王
弼
の
『
老
子
注
』
と
『
韓
非
子
』
解
老
篇
と
は
、
因
循
以
外

に
も
共
通
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
三
十
八
章
は
、
両
者
と
も
最
も
多
く
の

注
釈
を
施
し
て
重
要
視
し
て
い
る
が
、
共
に
仁
義
礼
の
徳
を
容
認
す
る
点

で
共
通
す
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
因
循
問
題
以
外
で
も
検
討
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

(19) 


